
概　要

自己の思いや願いから発想・構想し、校内に設置するモニュメント（高さ 2 m）の 1 /20の模型を制作する。
　◦「14歳の私」「私の未来」などのテーマから、自分の思いや願いにつながる主題を生成する。
　◦主題から発想したイメージを単純化や省略、強調などで抽象化し、モニュメントの 1 /20の模型として構想する。
　◦材料（スタイロフォーム）や用具の特性を生かし、立体としての塊や量感、動勢、重心などを工夫して構想し表現する。
　◦他の人の作品を鑑賞し、作品に込められた思いや願い、表現の工夫などを感じ取り、話し合う。

評価規準

�形が感情にもたらす効果や立体感、動勢などの造形的な特徴や置かれた空間などを基に、全体のイメージで捉えることを理解し
ている。
�材料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表している。
�表したいイメージなどを基に主題を生み出し、単純化や省略、強調、形や動勢、重心などを考え、心豊かに表現する構想を練っ
ている。
�造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして美意識を高め、見方や感じ方を
広げている。
　�主体的に思いや願いのイメージを形で表すために構想を練ったり、意図に応じて表したりする表現の学習活動に取り組もうと
している。

�　�主体的に造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の表現の意図と工夫などについて考えるなどの鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。
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　抽象彫刻の制作にあたっては、単に美しい形を考えるだけ
でなく制作意図を明確にするために、導入段階で既存のモ
ニュメント（彫刻作品）の鑑賞を通し、作者の意図した形や
置かれている場所との関係について着目させたい。
　主題の生成にあたっては、　　 イメージマップの活用など
も有効である。また、抽象化の方法の例示として、　　　　　
単純化・抽象化「形と色の探求」ページが参考になる。

P.26

P.122・123

自分の思いや願いを具体的な形にするには？
具体的な形を、抽象的な形に表すには？

思考力
判断力
表現力

　ブロック状の材料から形を彫り出す彫像の制作は、粘土な
どで制作する塑像に比べ難しく感じる生徒が多い。　　 制
作メモ［材料の使い方］や木彫の制作段階②などを参考に、
前後左右から見た形を各面に線描きしてから彫り始めること
が大切である。
　生徒は、どうしても端の方から部分的に仕上げてしまうこ
とが多く、事前に「あら彫り→細部」の彫り進め方を確認す
るとともに、全体と細部の関係を繰り返し確かめながら制作
するよう指導する。

P.68

意図した形をブロック状の材料から彫っ
たり削ったりする方法は？知識/技能

【美術資料の活用】

単純化・抽象化
形と色の探求 P.122・123

木や石を彫る P.68・69

岡本太郎「こどもの樹」 P.130
「太陽の塔」 P.131

美のガイダンス 発想し、構想を練る 1
（イメージマップなど多様な発想） P.26・27
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26 27　 美のガイダンス 発想し、構想を練る１

発想（アイデア）は、何もないところから突
とつ
然
ぜん
現れるものではありません。これ

までに学んだり経験したりしたことの中には、必ず発想のもとになる「ひらめきの
種」があるはずです。その「種」を豊かに育て発想し、イメージマップなどを使って、
構想を練ってみましょう。

発想し、構想を練る

「13歳
さい

の夏」からの発想

最初に思いついた、一つの
「種」も、多くのアイデアに変
身させることが可能です。ひら
めきの「種」をさまざまに変身
させて発想し、構想を練り、作
品をつくってみましょう。

「主題」（テーマ）とは、なぜその表現を考えたか、表現し
たかったのかなど、創作の動機となるものである。
作品をつくるときは、身の回りのものに目を向けるととも

に、これまでの経験の中での発見や感動、思いや悩
なや

みなどか
ら主題を明確にし、発想や構想をふくらませよう。

主題とは

ひらめきの

種

発想・構想 変身させてみよう

単純化増やす

分割置換

結合

大小逆転

美のガイダンス

完成作品

「どちらも宝物」

夏休みの部活動と解放感を表現したい

水の流れが魅力的

冷た
い！
気持
ちい
い！

いろいろな方向からのスケッチ

蛇
じゃ

口
ぐち

を逆向きにしてみたら……

色を入れ替
か

えたら

二つの世界……。
鑑
かん

賞
しょう

の授業でみた
「空想・夢」
（P.128）

が参考になるかな。

完成作品
「夏・あふれる青春」

配色計画

色鉛筆で描くP.42

箱の中で（ボックスアート）　　P.71

勉強、部活動、友達…あふれる青春を表現したい

大好きなさくらんぼ、
ひまわり、そして部活の友達に

囲まれたイメージ。

ボールを大きく

材料の組み合わせ

コラージュP.12

夏休みの思い出が
箱からあふれる
イメージで！

写真を切り抜
ぬ
く

完成作品

「みんなの声」

今の私の心の中を形と色で表現したい

ギラギラ・汗
あせ

・涙
なみだ

・声援

記憶に残った
風景を思い出して
スケッチ。

太陽の光は
友達の声援。

たくさんの声援、
たくさんの太陽。

私の心の中の期待と不安が
増える、広がる、からみ合う。

なかなか形に
ならない……。
粘土を使って
探
さぐ

ってみよう。

イメージを色
しき

彩
さい

に置
ち

換
かん

期待と不安を
形と色にすると……

同じ型紙でスパッタリング

太陽の形を単純化

太陽がいっぱい！

同じ形をたくさんつくり、
組み合わせる方法を考える　

さまざまな粘土P.66

スパッタリングP.12

完成作品

「私の期待と不安」

試合のときのみんなの声
せい
援
えん
を形と色で表現したい

色
い ろ

鉛
え ん

筆
ぴ つ

で

箱を使って

粘
ね ん

土
ど

で

絵の具で

1
アイデアを

考える

ポイント

配色の工夫P.6

配色の工夫P.6

色の調子（トーン）P.5

スケッチからはじめようP.34~35

紙でつくるP.84~85

イメージマップの例

　人によってその方法や道筋はさまざまである。自分だからこそ生み
出せる主題をもとに、さまざまな表現技法で作品を制作してみよう。

キーワードをもとに
発想をひろげよう

　炎
えん

天
てん

下
か

の部活の練習、
その後の水道の蛇口からの水は、

最高の贈
おく

り物。

暑くてきびしい部活と、
その後の解放感。
どちらも私の宝物。

今日の美術 イサム・ノグチ
「ブラック・スライド・マントラ」 P.164

68 69表現 彫刻

　　　制作メモ　
短 時間で

つくる

短 時間で
つくる

石けんを使って抽象彫刻をつくる

具
用

彫　刻
彫
　刻木や石を彫る

　木や石などを彫
ほ
ったり、削

けず
ったりして形をつくり出していく彫

ちょう
造
ぞう
では、粘

ねん
土
ど
の

ようにつけたり取ったりすることができないため、主題をふまえた計画性が必
要です。彫造による制作の特

とく
徴
ちょう
を生かし、彫ってつくる表現に挑

ちょう
戦
せん
してみましょ

う。

❶構想を練る。野菜の形をよく観察したり、図
ず
鑑
かん
で

調べたりしてつくる形を決め、立体の形をしっかり
ととらえておく。

❶おおまかに輪
りん
郭
かく
を

削り出す。

❸細部を彫り進めて
木彫作業完了。
アクリル絵の具による彩

さい
色
しき

❹全体の明暗を観察
して下地の色を塗

ぬ
る。

❺皮やうろこの色を
よく観察して彩色する。

❷形を大きな面でと
らえて彫る。
●バルサ材はカッターナイフ、
デザインナイフ、彫刻刀な
どで彫ることができる。

●軟
やわ
らかいので、よく切れる

刃物で、あまり力を入れず
に削ったり彫ったりできる。

❹彫
ほ
りはじめる。あら彫りがほぼ終わり、大体の形

が見えてきたところ。作品のイメージを確かめなが
ら各部の補助線を足しておく。

①

②

③

④

⑤
⑥ ⑦

①木　※ヒノキ、クスノ
キ、サクラ、カツラ、ホオ
などがよく使われる。

②木づち
③切り出し小刀
④両

りょう

刃
ば

のこぎり

⑤彫
ちょう

刻
こく

刀
とう

⑥たたきのみ
⑦うすのみ

❷材料の各面に、各方向から見た野菜の形を大きさ
や位置が対応するように線を入れる。各面に中心線
や方眼線を補助的に入れておくとよい。

❺彫り進める。のみは刃
は
表
おもて
を彫り残す側に向けて使

う。逆
さか
目
め
の向きに使うときは刃が深く入るので注意

する。

❼細かい部分を、彫
ちょう
刻
こく
刀
とう
を使って彫り出し、完成。

❸あら取りをする。のこぎりやのみなどを使って、
不要な部分を大きな面でとらえて切り取っていく。
切断面には比率などを確かめる線を補っておく。

❻いろいろな角度から全体の形を確かめる。最初の
イメージを大切にして、形が平均してでき上がって
いくように彫り進める。

材料の使い方

　彫造では、材料の大きさや形を生かし
て使うことが大切である。下の図では、
Aより Bの方が大きい作品ができる。

A B

●切れなくなった彫
ちょう
刻
こく
刀
とう
やのみを、無理な力を入れて使うと危険なので、

　早めに研
と
ぐ。

1生活標本（にぼし） ［アクリル絵の具、バルサ材／
長さ10cm］ 鈴

すず

木
き

篤
あつし

［1980年〜・東京都］

❶構想を練る。つくる形を決めたら、
いろいろな角度からの形をスケッチす
る。

❺彫り進める。やすりなどで大きな面
をつかみながら彫り出していく。

❽耐水ペーパーに水をつけてさらに
磨くと、手

て
触
ざわ
りのよい作品に仕上がる。

❷底を出す。材料の形とスケッチを重
ね合わせて、作品のイメージをとらえ
てから底になる部分をやすりで整える。

❻大まかな彫りが終わったら、彫刻刀
などで凹

おう
部
ぶ
を彫って、立体感を出して

いく。

❸安定して立っている状態になったら、
構想したイメージを大きさや位置が対
応するよう材料の形に線を入れる。

❹❸の線に従い、のみやたがねで不
要な部分から彫りはじめる。彫り残
したところにはバランスなどを確か
める線を補う。

❼耐
たい
水
すい
ペーパーを使って表面や細部を

磨
みが
き、全体の形を整えていく。

！ 注意

！ 注意

！ 注意

バルサ材を使って
「にぼし」をつくる

① ⑤ ⑥② ③ ④

⑧

⑦ ⑨

①石
②平たがね
③マイナスドライバー

④やすり
⑤木づち
⑥ケレンハンマー
⑦保護メガネ
⑧耐

たい

水
すい

ペーパー
⑨防じんマスク

完成作品
［石／高さ15cm］

●制作にあたっては、石の粉で目やのど
をいためないように保護メガネや防じ
んマスクを着用する。

●スタイロフォームのやすりがけでは、
防じんマスクを着用する。

※平たがねでも代用可。

●デジタルカメラで撮
さつ
影
えい
し、風景写真などと合成する学

習に発展させることができる。

　石けんを使うと、発想し、構想した形を短時間で立体に
することができる。軟

やわ
らかい材質のため、細かい表現より

塊
かたまり
の表現に適する。制作時には力を入れすぎないよう注意

し、細部はとくに慎
しん
重
ちょう
に造形する。完成後は見る方向や角

度を検討し、写真を撮
と
って保存するとよい。

すべて参考作品

●石けんには香
こう
料
りょう
が含

ふく
ま

れており、香りが強い
ので教室の換

かん
気
き
に気を

つける。

●材料・用具
石けん※

彫刻刀
カッターナイフ
デザインナイフ
デジタルカメラ（記録用）

※パラフィン（ろうそく）でも代用できる。

スタイロフォーム
　ナイフやのこぎり
などで切ったり削っ
たりできる。軽く、
扱
あつか
いやすい。

具
用

 いろいろな材料

アクリル絵の具で描くP.40~41

発想し、構想を練る1

画像を合成しようP.97

彫刻P.124~125

単純化・抽象化P.122~123

ものの表情をとらえる（そっくりにつくる）P.67

注意（切る・削る）P.24

安全P.25

ものと向き合うP.32

ならい目と逆目P.75

木でつくるP.72~75

彫ってつくる彫刻と粘土などでつくる彫刻の表現の違いについて考えてみよう。

　野菜をよく観察し、そのよさやおもしろさを感じ取り、計画的に制作しよう。

　材料の形を生かしたり、身近なものからイメージをふくらませたりしてみよう。

   野菜をつくろう  木
も く

彫
ちょう

   抽
ちゅう

象
しょう

彫刻をつくろう  石
せ き

彫
ちょう

P.26~27

木や石を彫る
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防じんマスクを着用する。

※平たがねでも代用可。

●デジタルカメラで撮
さつ
影
えい
し、風景写真などと合成する学

習に発展させることができる。

　石けんを使うと、発想し、構想した形を短時間で立体に
することができる。軟

やわ
らかい材質のため、細かい表現より

塊
かたまり
の表現に適する。制作時には力を入れすぎないよう注意

し、細部はとくに慎
しん
重
ちょう
に造形する。完成後は見る方向や角

度を検討し、写真を撮
と
って保存するとよい。

すべて参考作品

●石けんには香
こう
料
りょう
が含

ふく
ま

れており、香りが強い
ので教室の換

かん
気
き
に気を

つける。

●材料・用具
石けん※

彫刻刀
カッターナイフ
デザインナイフ
デジタルカメラ（記録用）

※パラフィン（ろうそく）でも代用できる。

スタイロフォーム
　ナイフやのこぎり
などで切ったり削っ
たりできる。軽く、
扱
あつか
いやすい。

具
用

 いろいろな材料

アクリル絵の具で描くP.40~41

発想し、構想を練る1

画像を合成しようP.97

彫刻P.124~125

単純化・抽象化P.122~123

ものの表情をとらえる（そっくりにつくる）P.67

注意（切る・削る）P.24

安全P.25

ものと向き合うP.32

ならい目と逆目P.75

木でつくるP.72~75

彫ってつくる彫刻と粘土などでつくる彫刻の表現の違いについて考えてみよう。

　野菜をよく観察し、そのよさやおもしろさを感じ取り、計画的に制作しよう。

　材料の形を生かしたり、身近なものからイメージをふくらませたりしてみよう。

   野菜をつくろう  木
も く

彫
ちょう

   抽
ちゅう

象
しょう

彫刻をつくろう  石
せ き

彫
ちょう

P.26~27

木や石を彫る

68 69表現 彫刻

　　　制作メモ　
短 時間で

つくる

短 時間で
つくる

石けんを使って抽象彫刻をつくる

具
用

彫　刻
彫

　刻木や石を彫る

　木や石などを彫
ほ
ったり、削

けず
ったりして形をつくり出していく彫

ちょう
造
ぞう
では、粘

ねん
土
ど
の

ようにつけたり取ったりすることができないため、主題をふまえた計画性が必
要です。彫造による制作の特

とく
徴
ちょう
を生かし、彫ってつくる表現に挑

ちょう
戦
せん
してみましょ

う。

❶構想を練る。野菜の形をよく観察したり、図
ず
鑑
かん
で

調べたりしてつくる形を決め、立体の形をしっかり
ととらえておく。

❶おおまかに輪
りん
郭
かく
を

削り出す。

❸細部を彫り進めて
木彫作業完了。
アクリル絵の具による彩

さい
色
しき

❹全体の明暗を観察
して下地の色を塗

ぬ
る。

❺皮やうろこの色を
よく観察して彩色する。

❷形を大きな面でと
らえて彫る。
●バルサ材はカッターナイフ、
デザインナイフ、彫刻刀な
どで彫ることができる。

●軟
やわ
らかいので、よく切れる

刃物で、あまり力を入れず
に削ったり彫ったりできる。

❹彫
ほ
りはじめる。あら彫りがほぼ終わり、大体の形

が見えてきたところ。作品のイメージを確かめなが
ら各部の補助線を足しておく。

①

②

③

④

⑤
⑥ ⑦

①木　※ヒノキ、クスノ
キ、サクラ、カツラ、ホオ
などがよく使われる。

②木づち
③切り出し小刀
④両

りょう

刃
ば

のこぎり

⑤彫
ちょう

刻
こく

刀
とう

⑥たたきのみ
⑦うすのみ

❷材料の各面に、各方向から見た野菜の形を大きさ
や位置が対応するように線を入れる。各面に中心線
や方眼線を補助的に入れておくとよい。

❺彫り進める。のみは刃
は
表
おもて
を彫り残す側に向けて使

う。逆
さか
目
め
の向きに使うときは刃が深く入るので注意

する。

❼細かい部分を、彫
ちょう
刻
こく
刀
とう
を使って彫り出し、完成。

❸あら取りをする。のこぎりやのみなどを使って、
不要な部分を大きな面でとらえて切り取っていく。
切断面には比率などを確かめる線を補っておく。

❻いろいろな角度から全体の形を確かめる。最初の
イメージを大切にして、形が平均してでき上がって
いくように彫り進める。

材料の使い方

　彫造では、材料の大きさや形を生かし
て使うことが大切である。下の図では、
Aより Bの方が大きい作品ができる。

A B

●切れなくなった彫
ちょう
刻
こく
刀
とう
やのみを、無理な力を入れて使うと危険なので、

　早めに研
と
ぐ。

1生活標本（にぼし） ［アクリル絵の具、バルサ材／
長さ10cm］ 鈴

すず

木
き

篤
あつし

［1980年〜・東京都］

❶構想を練る。つくる形を決めたら、
いろいろな角度からの形をスケッチす
る。

❺彫り進める。やすりなどで大きな面
をつかみながら彫り出していく。

❽耐水ペーパーに水をつけてさらに
磨くと、手

て
触
ざわ
りのよい作品に仕上がる。

❷底を出す。材料の形とスケッチを重
ね合わせて、作品のイメージをとらえ
てから底になる部分をやすりで整える。

❻大まかな彫りが終わったら、彫刻刀
などで凹

おう
部
ぶ
を彫って、立体感を出して

いく。

❸安定して立っている状態になったら、
構想したイメージを大きさや位置が対
応するよう材料の形に線を入れる。

❹❸の線に従い、のみやたがねで不
要な部分から彫りはじめる。彫り残
したところにはバランスなどを確か
める線を補う。

❼耐
たい
水
すい
ペーパーを使って表面や細部を

磨
みが
き、全体の形を整えていく。

！ 注意

！ 注意

！ 注意

バルサ材を使って
「にぼし」をつくる

① ⑤ ⑥② ③ ④

⑧

⑦ ⑨

①石
②平たがね
③マイナスドライバー

④やすり
⑤木づち
⑥ケレンハンマー
⑦保護メガネ
⑧耐

たい

水
すい

ペーパー
⑨防じんマスク

完成作品
［石／高さ15cm］

●制作にあたっては、石の粉で目やのど
をいためないように保護メガネや防じ
んマスクを着用する。

●スタイロフォームのやすりがけでは、
防じんマスクを着用する。

※平たがねでも代用可。

●デジタルカメラで撮
さつ
影
えい
し、風景写真などと合成する学

習に発展させることができる。

　石けんを使うと、発想し、構想した形を短時間で立体に
することができる。軟

やわ
らかい材質のため、細かい表現より

塊
かたまり
の表現に適する。制作時には力を入れすぎないよう注意

し、細部はとくに慎
しん
重
ちょう
に造形する。完成後は見る方向や角

度を検討し、写真を撮
と
って保存するとよい。

すべて参考作品

●石けんには香
こう
料
りょう
が含

ふく
ま

れており、香りが強い
ので教室の換

かん
気
き
に気を

つける。

●材料・用具
石けん※

彫刻刀
カッターナイフ
デザインナイフ
デジタルカメラ（記録用）

※パラフィン（ろうそく）でも代用できる。

スタイロフォーム
　ナイフやのこぎり
などで切ったり削っ
たりできる。軽く、
扱
あつか
いやすい。

具
用

 いろいろな材料

アクリル絵の具で描くP.40~41

発想し、構想を練る1

画像を合成しようP.97

彫刻P.124~125

単純化・抽象化P.122~123

ものの表情をとらえる（そっくりにつくる）P.67

注意（切る・削る）P.24

安全P.25

ものと向き合うP.32

ならい目と逆目P.75

木でつくるP.72~75

彫ってつくる彫刻と粘土などでつくる彫刻の表現の違いについて考えてみよう。

　野菜をよく観察し、そのよさやおもしろさを感じ取り、計画的に制作しよう。

　材料の形を生かしたり、身近なものからイメージをふくらませたりしてみよう。

   野菜をつくろう  木
も く

彫
ちょう

   抽
ちゅう

象
しょう

彫刻をつくろう  石
せ き

彫
ちょう

P.26~27

木や石を彫る

■学習の流れ
段階 活動内容 指導者の働きかけ 評価 留意点及び評価方法など

導
入　

0.5
時
間

○�｢モニュメント」とはどのようなもの
か考える。

○�　　　　　岡本太郎「太陽の塔」「こど
もの樹」、　　　イサム・ノグチ「ブラッ
ク・スライド・マントラ」を鑑賞し、
気付いたことをワークシートに記入す
る。

○�（発問）『「モニュメント」って何だろ
う？』とモニュメントについて問いか
けるとともに、授業の概要を説明する。
○�モニュメントの制作意図と置かれてい
る場所の関係について着目させる。
◦�近隣の駅など、身近な場所にあるモ
ニュメントについても話し合わせる。

【発言・ワークシートの記述】

展
開
１　

1.5
時
間

○�　　　　発想し、構想を練る 1を参
考に、イメージマップなどを使い、イ
メージを膨らませ、置く場所を想定し、
アイデアスケッチをワークシートに描
く。

○�　　 抽象彫刻をつくろう 石彫を参
考に、アイデアスケッチの具体的なイ
メージを抽象化してワークシートに描
く。

○�課題の確認：「14歳の私」「私の未来」
などのテーマから主題を生成し、校内
に設置するモニュメント（高さ 2 m）
の 1 /20の模型を制作させる。
◦�実際のモニュメントの 1 /20の模型で
あることを意識しながら発想し、構想
させる。
◦�イメージからアイデアスケッチにつな
がりにくい生徒には、『WATCH 2 』
や図鑑なども参照させる。
○�抽象化の指導について、　　　　　単

純化・抽象化「形と色の探求」も参照
させる。

【制作の様子・
ワークシートの記述】

【アイデアスケッチ
（ワークシート）】

◦�イメージをどのような形で
表現し、どこに設置するの
か、制作意図とモニュメン
トの形や場所を関わらせて
考えさせる。
（例）クラブで頑張った

→�流れる汗のイメージ
を体育館の前に

　　　読書が大好き
→�暖かで静かなイメー
ジを図書館の横に

展
開
２　

4
時
間

○�　　 石けんを使って抽象彫刻をつく
るを参考に、スタイロフォーム※を
カッターナイフや彫刻刀で造形する。

○�大まかな彫りが終わったら、細部の仕
上げを行う。

◦�全体と部分の関係を繰り返し確かめな
がら制作を進める。

○�構想したアイデアスケッチをスタイロ
フォーム（10cm×10cm×15cm程度）
のブロックに彫刻させる。
◦�軽くて簡単に切削できるスタイロフォー
ムの特徴を実演しながら説明する。
◦�最初は前後左右から見た形を各面に線
描きし、大きな面をとらえて削るよう
に伝える。
○�作品の位置や見る角度なども確かめさ
せながら、計画的に彫り進めさせる。

【制作の様子】

【制作途中の作品】
◦�カッターナイフや彫刻刀の
使用にあたっては、安全指
導を徹底する。

◦�スタイロフォームは木工用
ボンドで接着できるので、
彫りすぎた場所の修正も可
能である。

ま
と
め
１
時
間

○�制作した作品を並べ、相互鑑賞する。
○�他の人の作品を見て、表現の工夫を感
じ取る。

○�感じ取ったことについて意見交換する。

○�自分や友人の作品を鑑賞し、よさや工
夫した点などについて話し合い、プリ
ントにまとめるよう指導する。

【鑑賞の様子】

【発言・意見交換の内容・
制作記録の記述】

P.130・131

P.164

態鑑

P.56・57

P.69

P.122・123

態表

発

知

P.69 態表

技

知

態鑑

鑑

◆指導のヒント 【メディア（写真）を使った発展的な学習】 ○さらに学習を深めるために

コンピュータを使って表現する「画像を合成しよう」 P.97

○�導入：作品を設置する場所を撮影して明確にすることで、発想や構想
を膨らませる際の手がかりとなる。
○�展開：導入時に撮影した写真をプリントやタブレットPCなどで表示
し、その前に制作した作品を置き、作品を設置したときのイメージを
つかんだり、形体やバランスを見直したりする手がかりにする。
○�まとめ：　　　コンピュータを使って表現する「画像を合成しよう」
を参考に、作品をカメラで撮影し、風景写真と作品を合成し、画面上
で大きさや向きを変えることで、設置したときの表現の効果を確かめ
ることができる。

P.97

※�スタイロフォーム：カッターナイフで簡単に切断できるなど加工性に優れたポリスチレンフォーム。発泡スチロールのように塵が出ることも少なく、立体や模型の制
作に適している。アクリル絵の具などで彩色、木工用ボンドで接着も可能。ホームセンター等で断熱材として販売されている。（教材としても10cm×10cm×30cmのブ
ロック状のものが500円程度で販売されている）

「こんな写真がほしい」「この部分をもっとアップで見せたい」と
いう学校現場の声を生かした、イメージづくりに最適な発想資
料集。美術の表現や意欲を引き出す写真・図版を約840点掲
載しています。

イメージを広げる

WATCH2（ウオッチ2）
650定価 円（税込） A4判｜66ページ｜オールカラー

164 鑑賞

今日の美術
鑑
　賞 体感する美術

　今日の美術では、従来の「絵画」や「彫
ちょう

刻
こく

」
などのジャンルにとらわれない表現が取り入れら
れています。その中でも代表的なものが、場所
や空間自体を作品として体験するインスタレーショ

ンです。そこでは、立体物や装置のほか、近年
急速に発達した情報技術によって、さまざまな
感覚の体験をすることができます。あなたはこ
れらの作品から何を感じ取るのでしょうか。

2ブラック・スライド・マントラ   
[黒
こく

色
しょく

花
か

崗
こう

岩
がん

／高さ360cm／1992年（没後に完成）]
イサム・ノグチ［1904～88年・アメリカ] 

札
さっ

幌
ぽろ

市大通公園［北海道］

3ストランドビースト（アニマリス・ユメラス）   
[ポリ塩化ビニルのパイプほか／高さ400cm／2009年]

テオ・ヤンセン  [1948年～・オランダ]

1ザ・クレヴァス
［チョーク・塗

と
料
りょう

／2008年／ 
アイルランド］ 

エドガー・ミューラー
［1968年～・ドイツ］

4呼応するランプの森  
［ガラス、LEDライト、音

おん
響
きょう

／2016年］ チームラボ [2001年～] チームラボボーダレス [東京都]

 トリックアート

 鑑
かん

賞
しょう

者
しゃ

の動きに合わせて光を変える美術

 触
ふ

れ合える美術

 風を感じる美術

光と表現P.14~15

イサム・ノグチP.14

　ある方向から見ると実物大の深い氷の割れ目（クレヴァス）に見えるように、公共の路上
に精

せい

巧
こう

に描
えが

かれています。規模の大きさと意外性、そしてある種のユーモアのある作品です。

　風力によって生物のように「歩行」するこの作品は、生命が風などの自然と切り離
はな

さ
れないことを私たちに思い起こさせます。

　一方的に鑑
かん

賞
しょう

者
しゃ

に見せる
のではなく、コンピュータ
で制

せい

御
ぎょ

された仕
し

掛
か

けによっ
て鑑賞者も表現に参加し体
験できる、「双

そう

方
ほう

向
こう

性
せい

」を
もった作品です。

　「これはまだ完成ではない。子どもたちが何度もすべり、
そのお尻

しり

で馴
な

染
じ

むような形になって初めて完成といえる」と
作者は語ります。

今日の美術 122 123鑑賞

単純化・抽
ち ゅ う

象
し ょ う

化
鑑

　賞形と色の探求

　第二次世界大戦の戦火を逃
のが

れてニューヨークに渡
わた

ったモンド
リアンが、街の格

こう

子
し

状
じょう

の整然とした美しさとジャズの音楽に魅
み

せられて描
えが

いた作品です。

　自然の美しさに感動したり、心の中にふとイ
メージが浮

う

かんだりしたとき、そのワクワクす
る思いをどのように表現したら、自分の気持ち
にぴったりなものをつくり出すことができるで
しょうか。画家や彫

ちょう

刻
こ く

家
か

たちは、自分の求める

イメージを表すために形や色と向き合い、単純
化したり、心の奥

お く

の形や色を見つけ出したりし
ながら試

し

行
こ う

錯
さ く

誤
ご

を繰
く

り返しました。なぜこのよ
うに表したのか、作者の求めようとしたものを
想像してみましょう。

2ブロードウェイ・ブギウギ［油彩、キャンヴァス／127×127cm／1942〜43年］
ピエト・モンドリアン ［1872〜1944年・オランダｰアメリカ］
ニューヨーク近代美術館 ［アメリカ］

8紙彫
ちょう

刻
こ く

（ペーパー・スカルプチュア）
 [紙／1960〜90年代] 堀内正和 神

か
奈
な

川
がわ

県立近代美術館　
撮影：佐藤克秋

7四角と丸の組み合わせA
［鉄／52×38×83cm／1956年］
堀
ほり

内
うち

正
まさ

和
かず

［1911〜2001年・京都府］
DIC川村記念美術館［千葉県］

1コンポジションⅧ［油
ゆ

彩
さい

、キャンヴァス／140.3×200.7cm／1923年］
ヴァシリィ・カンディンスキー ［1866〜1944年・ロシア ドーイツｰフランス］ 
ソロモン・R・グッゲンハイム美術館  ［アメリカ］

　詩や音楽から心に浮かんでくる形や色を自由に組み合わせて表現しています。

　幾
き

何
か

学
がく

的な形を、水平、垂直に構成し、
新たな空間を生み出しました。紙とはさみ
と糊

のり

でつくられた大量の試作品が発想の源
となっています。

　人物をいかにして見えるとおりに表現するかを問い続け、人間の姿
を追求するうちに、像はしだいに細長い姿になっていきました。

�歩く三人の男Ⅱ 
［ブロンズ／高さ76.5cm／1949年］

アルベルト・ジャコメッティ
メトロポリタン美術館［アメリカ］

9歩く人
[コンテ、紙／51.2×33.4cm／
1950年ころ]
アルベルト・ジャコメッティ 

［1901〜66年・スイス］
石橋財団アーティゾン美術館 ［東京都］

　モンドリアンは樹木
を題材にした作品を数
多く描いています。自
然の形から、心に感じ
た線を引き出して徐

じょ
々
じょ

に単純化し、抽象化し
ていった過程がよく分
かります。モンドリア
ンの抽象化はその後も
さらに進み、「赤、青、
黄のコンポジション」

「ブロードウェイ・ブギ
ウギ」などの表現に到

とう

達
たつ

しました。

　この他にもどんな作
品があるか調べてみま
しょう。また、それら
の発想のもとにあるも
のを想像してみましょ
う。

5灰色の木
[油彩、キャンヴァス／
79.7×109.1cm／
1911年] 
デン・ハーグ市美術館 

6花咲
さ

くりんご
の木
[油彩、キャンヴァス／
78.5×107.5cm／
1912年] 
デン・ハーグ市美術館

4赤い木の習
作 
[コンテ・木炭、 紙／
31×44cm／1908年] 
デン・ハーグ市美術館 
[オランダ］

モンドリアンの抽象化への探求

3形のパレード 
［アクリル絵の具、キャンヴァス／111.8×96cm／1986年］
猪
いの

熊
くま

弦
げん

一
いち

郎
ろう

［1902〜93年・香川県］丸
まる

亀
がめ

市猪熊弦一郎現代美術館［香川県］

ヴァシリィ・カンディンスキーP.187
ピエト・モンドリアンP.188

コンスタンティン・ブランクーシP.188

�眠
ね む

れるミューズ 
[ブロンズ／16.1×27.7×19.3cm／1910年]
コンスタンティン・ブランクーシ

［1876〜1957年・ルーマニア］
シカゴ美術館［アメリカ］

　形を極限まで追求し、単純化の末にたどり
ついた形です。

�新生 [ブロンズ／17×25.5×17cm／1920年] 
コンスタンティン・ブランクーシ 兵

ひょう
庫
ご

県立美術館
�ポガニー嬢

じょう

Ⅱ 
［ブロンズ、砂石／高さ57cm／1925年］
コンスタンティン・ブランクーシ
静
しず

岡
おか

県立美術館

�ファミリー・グループ 
［ブロンズ／高さ152cm／1948〜49年］
ヘンリー・ムーア［1898〜1986年・イギリス］彫刻の森美術館［神奈川県］

抽象形を使った構成P.90

アルベルト・ジャコメッティP.34、188

ピエト・モンドリアンP.188

鑑
　賞

形と色の探求単純化・抽象化

日本

西洋

▼ 1900 ▼ 1940▼ 1930 ▼ 1950 ▼ 1960 ▼ 1970 ▼ 1980▼ 1920▼ 1910

4 1312 5 16 14 2 11 10 9 7 8 3
明治

ポスト印象主義、フォーヴィスム、キュビスム、抽象芸術

大正 昭和

「歩く三人の男Ⅱ」は、なぜこのような形に表現されたのか考えてみよう。

生し
ょ
う

涯が
い

と
作
品

▶︎

仮

　1911年に神奈川県に生まれた。
父の一

いっ

平
ぺい

は人気漫
まん

画
が

家
か

、母のか
の子は歌人（のちに小説家に転向）。
親子でありながら芸術家仲間で
もある家庭環

かん

境
きょう

に育った。

　18歳
さい

のとき両親の渡
と

欧
おう

に同行し、パリに留学する。
哲
てつ

学
がく

や民
みん

族
ぞく

学を学ぶ一方、
抽
ちゅう

象
しょう

芸術のグループに入り、
多くの芸術家と親交を深
めた。

　28歳のころ、第二次世
界大戦が勃

ぼっ

発
ぱつ

し帰国。戦後、
さまざまなジャンルで創
作活動をはじめる。「森の
掟
おきて

」は、社会の現実を風
ふう

刺
し

して描いた作品。

　絵画だけではなく、彫刻、
版画、陶芸、工業デザイン、
写真など、さまざまな作
品が生み出されました。

　常に問題を投
げかけ、ぶつかっ
ていく、岡本太
郎の強いメッセー
ジが表れた絵画
文字。

　晩年は、絵画や彫刻だけに飽
あ

き足らずその活動範
はん

囲
い

は拡大していく。多くの著作物をとおして自らの
芸術論を訴え、既

き

存
そん

の常識や秩
ちつ

序
じょ

に挑
いど

み続けた。

69歳

71歳

25歳ころ

257〜�は川崎市岡本太郎美術館［神
か

奈
な

川
がわ

県］の所蔵作品

ヨーロッパへ向かう船の
中で両 親とともに　
1930年

　同級生らと同人誌を
発行し、その挿

さ

し絵と
して描

えが

いた水
すい

彩
さい

画。

14歳
さい

7敗
はい

惨
ざん

の嘆
なげ

き 1925年 　抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な表現に限界を
感じ、より現実に迫

せま

る表
現を探しはじめたころの
作品。

8傷
いた

ましき腕
うで

1936年（1949年再制作）
9東京の夜空に描

えが

く
1955年

44歳

�犬の植
うえ

木
き

鉢
ばち

1955年

50歳代

5駄
だ

々
だ

っ子
こ

 
[繊維強化プラスチック（FRP）
／80×150×88cm／1969年]

�挑
いど

む 1980年 �縄
じょう

文
もん

人 1982年

39歳

43歳

2森の掟
おきて

 [油
ゆ

彩
さい

、キャンヴァス／181.2×259cm／1950年]

　ヘリコプターに乗っ
て東京の夜空をキャン
ヴァスにして描いた。

　東京・青
あお

山
やま

にアトリエを
構える。

　会場の大屋根を突
つ

き破り、両手を広げて
そびえ立つこの塔は、
1970年の大

おお

阪
さか

万
ばん

博
ぱく

の
テーマ館の一部として
制作されました。約
70メートルもの高さが
あり、塔の背面には黒
い太陽が見られます。

　塔の内部には、生命の進化
の過程を表す「生命の樹」が
空間を貫き、不思議な光景が
広がっています。

日本万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

（大
おお

阪
さか

万
ばん

博
ぱく

）
開
かい

催
さい

時
じ

の様子3太陽の塔
とう

［コンクリート・繊維強化プラスチック
（FRP）など／高さ約70m／1969～70
年］万

ばん
博
ぱく

記
き

念
ねん

公
こう

園
えん

［大
おお

阪
さか

府］

作品や画材が並ぶ青山のアトリエのようす　岡本太郎記念館［東京都］

「太陽の塔」の内部（生命の樹）

太陽の塔
とう

制作中の岡本太郎

�坐
すわ

ることを拒
きょ

否
ひ

する椅
い

子
す

1963年

4明
あ

日
す

の神話 ［アクリル絵の具、セメント板／5.5×30m／1968～69年］ 渋
しぶ

谷
や

駅［東京都］

�午後の日
1967年

1こどもの樹
き

［繊
せん

維
い

強
きょう

化
か

プラスチック（FRP）／高さ750cm／1985年］
渋
しぶ

谷
や

区［東京都］

縄
じょう

文
もん

の美との出会い
　「いったい、これがわれわれの祖先
によってつくられたものだろうか？」
1951年、岡本太郎は東京国立博物館で
縄文土器を見て、その原始的なたくま
しさ、純

じゅん

粋
すい

さに強い衝
しょう

撃
げき

を受けました。
縄文土器との出会いで、これこそが今
を生きる自分に直接響

ひび

いてくる「日本
の伝統」であると確信しました。新た
な美の発見をとおして、これからの芸
術の方向を世の中に訴

うった

えかけました。

6深
ふか

鉢
ばち

形
がた

土
ど

器
き

［高さ37.2cm／縄文時代中期］ 
朝
あさ

日
ひ

貝塚出土（富
と

山
やま

県氷
ひ

見
み

市） 東京大学総合研究博物館 

岡本太郎の撮
さつ

影
えい

した深鉢形土器（1956年）縄文時代P.180

　「今日の芸術は、うまくあってはいけない。きれいであっては
ならない。ここちよくあってはならない。」岡本太郎はこのよう
に宣言し、本当の芸術とは何かを生

しょう

涯
がい

問い続けました。
　その活動は多方面にわたり、彫

ちょう

刻
こく

、陶
とう

芸
げい

、工業デザイン、写
真などを手がけ、今までだれも発想しなかったユニークなもの
を生み出しました。あらゆる面で妥

だ

協
きょう

を許さず、世の中に対し
ても、また自分に対しても常に｢挑

いど

む」姿勢を貫
つらぬ

きました。
現在の「太陽の塔」

岡本太郎は、「森の掟」で何を表現しようとしたのだろうか。

芸術家の生き方 岡
おか

本
もと

太
た

郎
ろう

「何だこれは!!…
これこそが本当の感動だ」

1911〜96年［神奈川県］

130 131鑑賞 岡本太郎芸術家の生き方
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ビットマップとベクター

　ビットマップ画像は小さな点（ピクセル）で表現
する形式である。ベクター画像は座標や計算式を
もとに表現する形式である。ベクター画像では拡大・
縮小や変形をしても画質が劣

れっ
化
か
しない。

デザイン
デ
ザ
イ
ン

とじ方の違
ちが

い

ビットマップ画像 ベクター画像

コンピュータを使って
表現する

　コンピュータを使用して、絵や図、文字などを描
えが
いたり、写真を加工したり、ま

たそれらを組み合わせてポスターやチラシ、コラージュ作品、Webページなどを
作成したりできます。コンピュータによる表現のよさを生かし、自分の思いや願い
を表現してみましょう。

※コンピュータの機種などによって、使用できるソフトウェア
　（プログラム、学習ツール）や操作方法が異なる場合がある。

　コンピュータを使った印刷物の制作では、色やレイ
アウトの変

へん
更
こう
は自由自在である。

 絵や図を描く

 組み合わせ（構成 ・ 編集） Welcome
Welcome
Welcome
Welcome

Welcome
Welcome
Welcome

 写真を編集する

書体の選
せん

択
たく

文字の工
く

夫
ふう

色調変更 変形
切り抜

ぬ
き

完成作品［デジタルプリント］　背景、人物、立体模型の画像を用意する。この段階で、背景に重ね
る画像は切り抜き、大きさを合わせておく。

  画像を合成しよう

  印刷物の作成

短 時間で
つくる

ピクセルアート

❶16×16ピクセルなどにサイズを指定したデータをつくる。
❷画面の表示設定より、グリッドを表示させる。
❸描きたいモチーフをもとに、色を置いていく。
❹データを保存する。

Welcome!
○○中学校へ

□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□
□□□

新しい教室や友達が

君を待っている！

他教科

解像度P.99

情報を伝えるP.20~21

マークで伝えるP.94~95

伝えるデザインP.154~155

イラストレーションP.86~87

コラージュP.12 絵と言葉で伝えるP.96

文字で伝えるP.92~93

写真で表現するP.98~99

※それぞれの形式の画像を拡大したときのイメージ。

　ペイントソフトウェアを使って、限られたピクセル数で
アイコンやワンポイントマークをつくってみよう。

絵と言葉で伝える／コンピュータを使って表現するピクセルアートに挑
ちょう
戦
せん
し、オリジナルのアイコンやマークをつくってみよう。

■実践事例 第 3学年　 7時間

（抽象彫刻をつくろう）
彫刻　校内にモニュメントを！

Ａ表現②




